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不 飽 和 脂 肪 酸 投 與 ト尿 沃 度數 値 ニ

 及 ボ ス 諸 種 「ホ ル モ ー ン」ノ影 響

        岡山醫科大學生化學教室(主任清水教授)

        沖 井 礒 吉

         [昭 和9年4月17日 受 稿]

Aus dem Physiologisch-chemischen Institut der Okayama medizinischen Fakultat

                     (Vorstand: Prof. Dr. T. Shimizu).

Einfluss des Hormong anf das reduzierte Jodbindungsvermogen des

        Harns bei Zufuhr von ungesattigten Fettsauren.

           Von

        Isokichi Okii.

Eingegangen am 17. April 1934.

    Zuerst hat Verfasser den Einfluss der subcutanen Zufuhr von Oleinsaure auf das

sog. "reduzierte Jodbindungsvermogen" des Kaninchenharns nach Barrenscheen u.

Popper untersucht,einerseits, um die einfache Methode zur Bestimmung der im Harn

ausgeschiedenen Oleinsaure zu bestatigem, andrerseits, um den Einfluss des Insulin,

Adrenalin und der Cholsaure auf den intermediaren Fettstoffwechsel klarzustellen.

    Weiter hat er den Einfluss dieses Hormons auf das reduzierte Jodbindumgsver-

mogen des Kaninchenharns bei Zufuhr von Oleinsaure studiert.

    Dabei Wurde gefundem, dass das reduzierte Jodbindungsvermogen des Harns durch
subcutane Zufuhr von Oleinsaure deutlich gesteigert wird, und dass diese Steigerung

durch subcutane Zufuhr von Insulin (Tronto) oder Cholsaure herabgesetzt wird, wahremd

sie durch subcutane Zufuhr von Adrenalin merklich verstarkt wird.

    Aus den Daten scheint sich zu ergeben, dass Insulin, Adrenalin und Cholsaure im

Sinne der hormonalen Regulatoren mit dem intermediaren Fettstoffwechsel in innigem

Zusammenhang stehen durften. (Autoreferat.)
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第1章 緒 論

 生體 内脂肪ノ成分タル脂肪酸ガF. Knoop1)

民 ノ β-酸 化ニ ヨリ分解 サ レル事ハMagnus-

Levy2)氏 ノ實驗 ヲ初 メ トシテ明カナル トコロ

ニシテ,Muller3)氏 ハ長期間 ノ飢餓ニ 際 シ,

又 ハ含水炭素 ノ攝取ヲ極度 ニ制限 シタル場合

或 ハ糖尿病 ニ於 ケル如 ク糖新陳代謝異常 ヲ呈

スル場合 ハ脂肪酸 ノ中間代謝物ガ 「アセ トン」

體 トシテ尿中ニ排泄セラルル コ トハ周知 ノ事

實ナ リ.正 常時 ニ於 テモ偶數 ノ炭素數 ヲ有ス

ル脂肪酸 ノ中間代謝物タル「アセ ト」醋酸 ヲ中

心 トシテ分解ガ行 ハ レル コ トハMallivre4),

Pohl5), Embden u. Loeb6), Thunberg7),

Wieland8)及 ビRinger u. Frankel9)ニ ヨ リ

テ證 セラル.

 飜 テ脂肪酸 ヨリ糖 ノ生成ニ關 シテハLusk

10)
, Mering11), Moritz u. Prausnitz12)氏 等 ノ

説 ニ反 シSeegen13), Weiss14), v. Noorden15),

Rumpf16)及 ビHartogh u. Schumm17)氏 等

ハ正常及 ビ糖 尿病 ノ場合脂肪酸 ヨリ糖 ノ生成

セラルル コ トヲ主張 セリ.更 ニRosenquist18)

氏 ハSeegen u. Weiss氏 等 ノ實驗 ヲ追證 シ,

Rumpf氏 ノ主張 スル如 ク糖尿病 ニ於 テハ糖

ガ脂肪 ヨリ生成セラルル コ トハ確實ナランモ

正常状態 ニ於テハ之 ヲ確定 シ能 ハズ トセ リ.

然 レ共Kuhnau19)氏 ハ新鮮ナル肝臓 ヨリ一種

ノ酵素液 ヲ作 リ,コ レニ β-酸 化酪酸 ヲ加 フ

レバ其ノ大部分ハ消失スル ト同時 ニAldol,

Acetessigsaure, 1-3-Butylenglykol, Ace-

taldehyds, Bernsteinsaure, Fumarsaure,

Apfelsaure, Essigsaure及ビBrenztranben-

saure等 ヲ證 明 シ,脂 肪酸 ハ生體内特 ニ肝臓

ニ於 テ炭水化物 ニ變化 シ得 ル コトヲ主張 シ,

Henze u. Muller20)氏 等 モKuhnau氏 ノ實

験 ニ賛成 セリ.

 斯 ノ如 ク脂肪酸 ヨリ糖 ノ生成ニ關 シテハ正

常生體 内ニ於 テハ諸家 ノ意見區 々タ レドモ,

糖 新陳代謝異常 ノ場合 ニ於 ヲハ一般ニ認 メラ

ルル處ナ リ.余 ハ最近飢餓家兎ニ 「バル ミチ

ン」酸,「 ステアリン」酸及 ビ「オ レイン」酸 ノ

曹達鹽 ヲ經 口的ニ與ヘ著 明ナル肝臓糖尿質生

成 ヲ認 メタルノ ミナ ラズ,此 際膽汁酸 ヲ同時

ニ内服 セシムル時 ハ肝臓糖原質生成ガ促進 サ

ルル コ トラ證 明 シ,之 ニ依 テ飢餓時 ハ高級脂

肪酸 ハ肝臓 ニ於 クル糖原質生成ノ資料タ リ得

ル コ トヲ證明 シ,且 膽汁酸ハ其 ノ生成 ヲ促進

スル コ トラ認メタ リ.
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 膽 汁酸 ガ植物神經作用引イテ「ホル モー ン」

作用 ト密接ナル關係 ヲ有 シ,肝 臓 ニ於 ケル糖

及 ビ蛋 白成分 ヨリ糖原質 ノ合成 ヲ促進スル作

用 ヲ有 スル コ トハ關藤21),辻22),御 前23),藤

田24),深 瀬25)氏 等 ノ證明 セシ所ナ リ.膽 汁

酸 ノ脂肪新陳代謝 ニ及 ボス影響 ニ關 シテハ生

馬45)及 ビ 辻26)ノ 兩氏ハ膽汁酸ガ脂肪分解酵

素作用 ヲ促進スル結果,諸 臓器特 ニ肝臓内脂

肪新陳代謝 ヲ亢進 スル ヲ認 メ,更 ニ畠山27)氏

ハ膽汁酸 ノ家兎瓦斯代謝ニ及 ボス影響 ヲ觀察

シ是 レガ瓦斯代謝 ヲ低下 セシムル ト同時 ニ呼

吸商 ヲモ低下 セシムル作用 アル コトヲ認 メタ

ル實驗 ヲ考察 セバ膽汁酸 ハ脂肪新陳代謝 ヲ亢

進 シ脂肪 ヨリ糖 ノ生成 ヲ促 シ得 ベ キ コ トヲ

推定 シ得.脂 肪新陳代謝 モ亦炭水化物ニ於ケ

ル如ク植物神經作 用引イテ 「ホルモー ン」作

用 ト密接ナル關係 ヲ有 スルコ トハDudley u.

Marrian28), Arndt29), Collazo u. Handel30),

奥31), Banting32), Macleod33), Wertheimer

u. Hoffmann34)及 ビFonseca35)氏 等 ガ「イン

シユ リン」 ヲ用 ヒテ血液及 ビ肝臓 ノ脂肪酸量

ノ減 少ヲ證明 シタルガ如 ク一般ニ認 メラルル

處ナ リ.即 チ之等 ノ事實ハ「イ ンシユ リン」ガ

脂肪 ヨリ糖 ノ成生 ヲ促進 セル タメナ リ ト主張

セ リ.反 之「ア ドレナ リン」ハ血液 ノ脂肪及 ビ

脂肪酸 ヲ増量 シ就 中其 ノ總脂肪酸量ハ著明ニ

増 加スル コ トハ 奥岩吉31)氏 ノ證 明セル處 ナ

リ.

斯 ノ如ク敍上數多ノ實驗 ヲ考察 スル トキハ

脂肪酸 ノ中間代謝 ハ 「インシユ リン」及 ビ膽

汁酸 ニ ヨリ促進 セ ラレ 「ア ドレナ リン」 ニヨ

リ抑制 セラルルモノナル可 ク,從 テ脂肪酸 ヨ

リ糖 ノ生成 モ恐 ラク前者 ニヨリテ促進サ レ,

後 者 ニヨリテ抑制 セラルルモノナ ラン.且 ツ

Freudenberg36)及 ビLombroso37)氏 等 ニヨ

レバ脂肪中間代謝ハ主 トシテ肝臓内ニ於テ行

ハルルニ依 リ肝臓 ニ於 テ生成 セラルル膽汁酸

ノ作用 ト密接ナル關係 ヲ有 ス可 キハ首肯 シ得

ル處ナ リ,余 ハ之等事實 ヲ追證 スル爲 メ本實

驗 ヲ企 テタル所以ニ シテ,家 兎ニ一定量 ノ「オ

レイン」酸 ヲ注射 シ其ノ尿中沃度數 値 ニ及 ボ

ス「インシユ リン」,「ア ドレナ リン」及 ビ膽汁

酸 ノ影響 ヲ觀察 セ リ.

 非經 口的 ニ脂肪數 ヲ與 ヘテ之 ガ體 内ニ於 テ

利用 セラ レザルモノガ糖負荷 ノ場合ノ如 ク定

量的ニ尿中ニ排泄 セラレ得ルヤ否 ヤハ未 ダ明

ヵナ ラザ レドモHybinette38),柿 内三郎39)及

ビSchondorff40)氏 等 ノ實驗 ニ徴 スルニ過剰

ニ與ヘタル脂肪酸ハ尿中ニ排泄 セラルルヲ見

ル.依 テ「オ レイン」酸 ヲ注射 シテ排泄セラレ

タル尿中ノ脂肪酸 ノ沃度數値 ヲ測定 シテ其ノ

體内利用率 ヲ測知 シ得 ベシ.

Weltmann41), Szczcpanski u. Wegierko42),

Rausch43), Barrenscheen u. Popper44)氏 等

ニヨ レバ尿成分中ニハ沃度 ト結合 スルモノヲ

有 シ,其 ノ沃度數値 ハ尿ノ新舊,濃 度及 ビ比

重ニ ヨリテ變化 シ尿中沃度 ト結合 スル物質 ハ

恐 ラク尿色素 ガ主ニ シテ「オキシブロテイン」

酸モ亦 コレニ干與 スルモノナラン ト稱 セ リ.

 又Barrenscheen u. Popper氏 等 ハ尿 ノ還

元性沃度結合 力ガ之 ニ半量 ノ水醋酸 ヲ加 フ レ

バ9-29%減 少 スル コトヲ認 メ,コ レ恐 ラク

尿 ノ沃度結合 力ガ尿色素 ニ基因 スルノ ミナ ラ

ズ,尿 中膠樣物質 ニ關係 ヲ有 シ,氷 醋酸ガ尿

ノ膠質性 ヲ變化 シ即チ物理化學的 ノ沃度吸着

性消失 シテ化學的沃度結合能力ノ ミ現 レル結
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果ナ ラン ト稱 シ,此 尿沃度數値 ヲ還元性沃度

結合能力(reduziertes Jodbindungsvermo-

gen)ト 稱 シ,之 ガ 「ウロビリノゲーン」量 ト

平行 シテ増減 スル コ トヲ證 明セ リ.「 オ レイ

ン」酸 ヲ注射 シテ之ガ尿 中ニ排泄 セラル レバ

尿中還元性沃度結合 能力ハ増加 セザルベカラ

ザルハ勿論此際其 ノ尿沃度數値 ハ 「インシユ

リン」,「ア ドレナ リン」及 ビ膽汁酸 ニ ヨリ影

響 セラルベキハ易ク首肯 シ得 ラルル處ナ リ.

コ レ余 ガ本實驗 ニ尿 中還元性沃度結合能力測

定法 ヲ使用 シ脂肪新陳代謝ニ及 ボス 「ホルモ

ー ン」ノ影響 ヲ檢 シタル所以ナ リ.

第2章 實驗材料及ビ方法

 實驗 動物 トシテハ總テ健康ナル黒色 ノ陰性家兎

ニシテ體重1400-2200gノ モノヲ用ヒ,之等家兎

ヲ5群 ニ分チ各10日 以上一定量ノ「オカラ」ニテ

飼育シ(實 驗ハ常ニ空腹時ニ行ヘリ).各 群共10

頭宛ヲ使用シ,第1群 ヲ對照 トシテ正常時ニ於ケ

ル尿中還元性沃度結合カヲ檢査スルタメ時間的ニ

採尿シテ沃度數値ヲ測定セリ.第2群 ニハ純粹ナ

ル「オレイン」酸ヲ體重1kgニ ツキ2.0cc皮 下 ニ注

射シ,第3群 ニハ「オレイン」酸皮下注射 ト同時ニ

「インシユリン」ヲ體重1kgニ ツキ2/3單 位ヲ,第

4群 ニハ「オレイン」酸皮下注射 ト同時ニ三共製鹽

化「アドレナリン」溶液ヲ體重1kgニ ツキ0.02cc

ヲ,第5群 ニハ「オレイン」酸注射 ト同時ニ1%「 ヒ

ヨール」酸曹達溶液ヲ體重1kgニ ツキ2.0ccヲ 各

皮下ニ注射シタル後同一ナル方法ヲ用ヒ時間的ニ

採尿シ尿中還元性沃度結合力ヲ檢シ,各 群ニ於ケ

ル共 ノ價 ヲ比 較觀 察 セ リ.即 チ先 ヅNelaton氏 導

尿管 ニテ排 尿 シタル 後膀 胱 ヲ2%硼 酸 溶 液約30cc

ニテ洗滌 シテ後 實驗 ヲ開始 セ リ.注 射 後2, 4, 6,

8及 ビ24時 間後 注 意 シテ採 尿 シ,導 尿後 ハ 必 ズ硼

酸 水 ニテ膀胱 ヲ洗 ヒ共 ノ洗 滌液 ヲ完 全 ニ排 除 採集

ス.各 時 間 尿 ハ採取 後 先 ヅ其 ノ量 ヲ計リ,直 チ ニ

洗 滌 液 ト混 ジ蒸 餾水 ヲ加 ヘテ100ccニ 稀 釋 ス.但

シ24時 間 目 ノ尿 ハ其 ノ全 尿 ノ1/8ヲ 用 ヒテ同 樣

100ccニ 稀 釋 ス.稀 釋尿10ccニ 氷醋 酸5cc, n/50

沃度 溶液5ccヲ 加 ヘテ1分 間後n/50次 亞硫 酸 曹

達 溶 液 ヲ以 テ滴 定 セ リ.此 際使 用 シ タル沃度 量 ヲ

10倍 ス レバ各採 尿 時 ニ於 ケ ル尿 全 量 ノ沃度 數 値 ヲ

示 ス.余 ハ更 ニBarrenscheen u. Popperニ 從 ヒ

原尿100ccト 結 合 スベ キn/50沃 度 溶 液 ノcc數 ヲ

求 メテ コ レヲ所 謂還 元 性 沃度 結合 力 トセ リ.

第3章 實驗 成 績

第1節 對 照 實 驗

第1表 對 照 實 驗
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 Rausch43)ガ 云ヘル如ク尿沃度數値ハ極メ

テ多クノ要約ニヨリ左右サルルモノニシテ同

ーノ動物尿ニ於テモ相當大ナル範圍内ヲ移動

スルモノナリ.所 謂還元性沃度結合力ニ於テ

モ同樣ニシテ第1表 ニ明カナル如ク正常家兎

ノ尿ノ還元性沃度結合 力ハ各兎ニ ヨリ,又 同

一家兎ニ於テモ時間的ニ著 シク動搖 スルモ,

其 ノ平均値 ハ時間的動搖甚ダ少ク,22.1-25.8

ナ リ.

第2節 「オ レイン」酸皮下注射ノ場合

第2表 「オ レイン」酸皮下注射實驗

第2表 ニ示スガ如ク「オレイン」酸皮下注射

ノ場合ニ於テモ各兎ニヨリ其ノ還元性沃度結

合カハ動搖スルモ對照實驗ノ値ニ比 シテ其ノ

價高ク,而 モ注射後6-8時 間ニ於テ最モ高

ク,其 ノ平均價ヲ見ルニ注射後2時 間 目ニハ

平均30.1ニ シテ對照ニ比 シ26.6%, 4時 間 目

ニハ平均34.8ニ シテ對照 ニ比 シ32 .0%, 6時

間 目ニハ平均38.2ニ シテ最高ヲ示 シ對照ニ
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比 シ58.0%, 8時 間 ニハ平均36.2ニ シテ對照

ニ比 シテ60.1%増 加 セルテ見 ル.第8時 間 目

ヨ リ24時 間 目迄 ニ排泄セラルル尿 ノ還元性

沃度結合力ハ著 シク低下 シ平均26.6ニ シテ

對照値 ニ近 シ.而 シテ此結果 ヲ考 フル時 ハ皮

下注射 シタル「オ レイン」酸 ニシテ體 内ニ利用

サ レザルモノハ尿中ニ排泄セラルルニ ヨリ其

ノ還 元性沃度結合 力ガ高マルモノ ト推定 シ得

ベ シ.

第3節 「オ レイン」酸及 ビ「インシユ リン」注射 ノ場合

第3表 「オ レイン」酸及 ビ「インシユ リン」注射實驗

 「インシユ リン」ガ血液及 ビ肝臓内脂肪及 ビ

脂肪酸量 ヲ減 少スル作用ヲ有 スル コ ト竝 ニ此

際脂肪 ヨリ糖 ノ生成ガ「インシユ リン」ノ爲 メ

ニ促進サルルモノナランコ トハ前述 セル文獻

ニヨリテ明 カナル所ナ リ.從 テ本實驗 ニ際 シ

テハ其ノ尿中還元性沃度結合 ガ「オ レイン」酸

ノ ミ注射 セル場合 ニ比 シ減 少ヲ來 スベキコ ト

ハ想像 スルニ難 カラズ.實 驗 ノ結果第3表 ニ

明カナル如 ク注射後第2時 間 ノ尿 ニ於 テハ平

均32.1ニ シテ 「オ レイン」酸 ノ單獨注射時 ニ

比 シ大差ナケ レ共,4時 間 目ニハ著 シク減少

シ平均25.0ト ナ レルニヨ リ「オ レイン」酸 ノ

ミ注射時 ニ比 シ28.1%減 少 ズ.第6時 間 目ニ

ハ平均30.1ニ シテ 「オ レイン」酸 ノ ミ注射時

ニ比 シ17.3%,第8時 間目ニハ平均30 .5ニ シ

テ「オ レイン」 酸 ノ單獨注射時 ニ比 シ15.7%

減 少 セリ.即 ヲ「イ ンシユ リン」ノ脂肪酸 中間

代謝促進竝 ニ脂肪酸 ヨリ糖 ノ生成促進作用ハ

明カニ尿ニ反映 シ「オ レイン」酸注射時 ノ尿 中

還元性沃度結合 力ノ上昇 ヲ抑制 シ,其 ノ作 用

ハ注射後4時 間 目最モ強ク,6-8時 間 目ニ於

テモ 其ノ作用明カニ現 ルルモ 注射後24時 間

目ニハ平均29.7ニ シテ 反對 ニ「オ レイン」酸

ノミノ場合 ニ比 シ稍々高キ感ア リ.此 理由ニ

關 シテハ更 ニ追究 スベシ.
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第4節 「オ レイン」酸及 ビ「ア ドレナ リン」注射ノ場合

第4表 「オ レイン」酸及 ビ「ア ドレナ リン」皮下注射實驗

 奥31)氏 ニ ヨレバ「ア ドレナ リン」ガ血液脂肪

酸量 ヲ著明ニ増加 スルニヨ リ,「 ア ドレナ リ

ン」ハ恐 ラク 「インシユ リン」作用 ト反對 ニ脂

肪酸代謝 ヲ抑制 シ其 ノ結果,「 オ レイン」酸注

射 ニ於ケ ル尿 中還元性沃度結合 力ヲ増加 セシ

メ得可 シ.實 驗 ノ結 果第4表 ニ示 ス如 ク注射

後2時 間 目ニハ平均30.8ニ シテ「オ レイン」酸

ノ單獨注射時 ト同樣 ナルモ4時 間 目ヨリ著 シ

ク上昇 シ平均52.3ト ナ リ,「オ レイン」酸 ノ ミ

注射時ニ比 シ實ニ50.3%増 加 シ6時 間 目ニ

ハ平均55.0ト ナ リ 「オ レイン」酸 ノ單獨注射

時 ニ比 シ44.0%高 シ,8時 間 目ニ於テモ平均

50.7, 24時間 目ニ於テモ平均40.9ヲ 示 シ「オ レ

イン」酸 ノ ミ注射時 ニ比 シ兩者 トモ著 シク高

シ,即 チ「ア ドレナ リン」注射 ニ ヨリ血液中脂

肪酸量増加 スルノ ミナラズ負荷サ レタル 「オ

レイン」酸 ノ體内利用ガ著 シク抑制サ レ特 ニ

肝臓内 ニ於 ケル脂肪 ヨリ糖 ノ生成 ガ抑制サ レ

タルモノナルベ ク 「ア ドレナ リン」ニ ヨリ「オ

レイン」酸ノ尿中排泄 ガ増量 シタル結果「オ レ

イン」酸注射時ニ於ケル尿中還 元性沃度結合

力ガ著明ニ上昇 シタルモノ ト推定 シ得 ベ シ.

第5節 「オ レイ ン」酸及 ビ「ヒヨール」酸注射 ノ場合

第5表 「オ レイ ン」酸及 ビ「ヒヨール」酸皮下注射實驗
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 膽 汁酸 ガ脂肪分解酵素作用特 ニ肝臓内ニ於

ケル脂肪新陳代謝 ヲ促進 スルコ トハ前述ノ如

ク生馬45),辻22)兩 氏 ノ實驗證明セル處ナ レバ

恐 ラク「インシユ リン」ノ如 ク脂肪酸中間代謝

ヲモ促進 シ,以 テ余 ノ前實驗 ニ於 ケル如ク脂

肪酸 ヨリ糖 ノ生成 ヲ促進 スルモノナルベ シ.

從 テ膽 汁酸 ハ「オ レイン」酸負荷時 ニ於 ケル尿

中「オ レイン」酸排泄 ヲ著 シク抑制 シ以 テ尿中

還 元性沃度結合 力ハ低下 スベシ.實 驗 ノ結果

第5表 ニ示ス如 ク注射後2時 間 目ニ於 テ既 ニ

平均27.0ニ 減 少シ 「オ レイン」酸 ノ單獨注射

時ニ比 シ6.7%低 下 シ,4時 間 目ニハ平均28.8

ニ シテ「オ レイン」酸 ノ ミ注射時ニ比 シ16.3%

6時 間 目ニハ平均32.0ニ シテ「オ レイ ン」酸注

射時 ニ比 シ16.2%低 ケ レ共24時 間 目ニ於 ケ

ル尿ノ還元性沃度結合力ハ「オ レイ ン」酸 ノ單

獨注射時 ト殆 ド同樣 ニ シテ 平均26.4ヲ 示 セ

リ.即 チ膽 汁酸ハBayer氏 ノ云 ヘル如 ク肝臓

ニ特殊 ノ親和 力ヲ有 スルニ ヨリ注射後2時 間

同ニ既ニ肝臓内脂肪酸 中間代謝 ヲ促進 シ以 テ

脂肪酸 ヨリ糖 ノ生成 ヲ促進 シ得 ベク,此 作 用

ハ8時 間 目マデ影響 シ其ノ結果尿ノ還元性沃

度結合力ニ反映スルモノ ト推定 シ得 ベシ.

第4章 總 括

 以上 ノ實驗成績 ニヨリ「オ レイン」酸 ノ負荷

及 ビBarrenscheen u. Popper兩 氏 ノ所謂尿

中還元性沃度結合力測定法ニ ヨリ生體内ニ於

ケル「オ レイン」酸 ノ中間代 謝状態 ヲ推定 シ得

ベク正常家兎ノ尿中還 元性沃度結合 力ハ時間

的 ニ大體 ニ於 テ大 ナル變動 ナク レ共,コ レニ

「オ レイン」酸ヲ體重1kgニ ッキ2cc注 射 ス

ル時ハ注射後6-8時 間内ニ於 ケル還元性沃

度結合力ガ著 シク増加 ス.而 シテ「ヒヨール」

酸及 ビ「インシユ リン」ハ此際還 元性沃度結合

力ノ上昇 ヲ抑制 シ「ア ドレナ リン」ハ反對 ニ増

進 セシム.

 以 上 ノ事實 ヨリ「ヒヨール」酸 又ハ「インシ

ユ リン」ハ「ア ドレナ リン」ニ對 シ脂肪酸新陳

代謝 ニ於 テモ拮抗的作用ヲ營メルモノナルベ

ク,前2者 ハ共 ニ生體内脂肪新陳代謝 ヲ促進

91



1222 沖 井 礒 吉

シ以テ脂肪酸 ヨリ糖 ノ生成 ヲ促進スルモ後者

ハ コレヲ抑制 スルモノナル コ トヲ知 レリ.

 尚 ホ脂肪新陳代謝ニ關 スル實驗 ニ際 シ 「オ

レイン」酸 負荷 試 驗 及 ビBarrenscheen n.

Popper氏 ノ尿中還元性沃度結合力測定法ノ

應用範圍及 ビ其ノ價 値ノ詳細 ニ關 シテハ今後

ノ研究ニ俟 タザル可 カラズ.

第5章 結 論

 1) Barrenseheen u. Popper氏 ノ所謂尿

中還元性沃度結合 力ハ「オ レイ ン」酸皮下注射

ニヨリ上昇 ス.

 2) 「オ レイ ン」酸 ノ注射ニ ヨル所謂尿中還

元性沃度結合力ノ上昇 ハ 「ヒヨール」酸及 ビ

「イ ンシユ リン」ノ適量注射 ニ ヨリ抑制サルル

モ「ア ドレナリン」注射 ニヨリテハ更ニ著 シク

上昇 ス.之 ニヨリ所謂尿中還元性沃度結合力

測定法ヲ用 ヒ負荷 セラレタル「オ レイン」酸 ノ

生體内ニ於ケル利用状態 ヲ推測 シ得 ベ シ.

  稿 ヲ終ルニ臨 ミ終始御懇篤ナル御指導 ト御校

 閲 ヲ忝フシタル恩師清水教授ニ満腔ノ謝意ヲ表

 シ且本實驗遂行 ニ當リ多大ノ援助ヲ蒙リタル寺

 岡助教授ニ厚ク深謝ス.
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